提出書面の写しは相手にも交付します。非開示を希望する情報は、適宜記入を省略してください。　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　令和　　 　　年（家  ）第　　　　　　　　号
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　親子交流に関する陳述書　　【子と一緒に暮らしている親用】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和　　　　　年　　　　月　　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　甲山　花子　　　　　
　
１ 　子（名前：　　　　　　　　　　）の状況について
⑴　スケジュール（保育所や学校など、通常のものを中心に記入する。）
	時刻　　　
	平日
	時刻
	休日

	7:00　　
7:15
8:10
16:00
19:00
20:00



21:00
	起床
一緒に朝食をとる。
登校する。
帰宅する。
夕食
入浴



就寝
	8:00　　
8:15
9:00
12:00
13:00
19:00
20:00


21:00
	起床
一緒に朝食をとる。
家で過ごしたり習い事をしたりする。
昼食
友達と遊んだり習い事をしたりする。
夕食
入浴


就寝


⑵　習い事、定期的な行事や通院等
	内容（例：スイミング）　　　
	曜日
	時間帯

	サッカークラブ
スイミング（来月からの予定）
皮膚科
	毎週土曜日
毎週日曜日
月１回金曜
	午前９時から午後０時  試合の日は１日中
午後１時１５分から午後２時３０分
夕方


⑶　健康状態	
	
	アトピー性皮膚炎のため、月１回通院。内服薬と塗り薬を処方されている。腕や脚の関節部分に症状が見られるが、それ以外は目立つ症状はない。
そのほかは、たまに風邪をひくくらいである。



⑷　子の性格や行動傾向、関心を持っていること
明るく、人見知りをしない。漫画を読むこと、漫画のキャラクターの絵を描くことが好きで、今は「鬼滅の刃」にはまっている。
⑸　子と父母それぞれとの関係、きょうだい関係
母には、学校での出来事や、友達のことなど、なんでも話す。異父兄とは、けんかもするが仲も良く、頼りにしている。父には、叱られた時には委縮していたが、怖がるほどではなかった。遊びに連れてもらっていたことは楽しい思い出のようである。



⑹　父母の紛争についての子の認識の程度（親からの説明の有無、その内容、子の反応等）
	
	


⑺　これまでの親子交流の実情（親子交流の有無、頻度、親子交流の際の子の様子等）
	親子交流の
有無、頻度
	□有　　　　箇月・週間に　　回（　　　曜日）　日帰り・１泊・（　　　　　）
□無	

	有る場合の
具体的方法


無い場合の
理由
	日程調整の連絡方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
子の受け渡し方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　
親子交流の場所等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
別居して１か月ほどたったころ、子が偶然ショッピングモールで父と出会った。母はその場にいなかったが、子は、１０分ほど会話をしたようである。会話の内容については、特に聞いていない。
これ以外は、子が特に希望していないので、実施していなかった。調停できちんとルールを決めれば、実施するつもりである。



２　親子交流を実施する場合の意見
⑴　頻度、日時、場所、受け渡し方法等
	
	月に１回程度、土曜日の午後日帰りで実施したい。サッカーの試合があった場合は、日程を変更してほしい。母宅に迎えに来てもらい、母宅に送り届けてほしい。異父兄との面


⑵　あなたが子に配慮できること（親子交流から帰ってきたら笑顔で温かく迎える等）
	
	普段は、家で父の話題が出ることは少ない。時々、子が、テレビを見て「お父さん


⑶　親同士の信頼関係を高めるために、他方の親に配慮できること（ふだんの子の様子を伝える等）
	父から、子らの普段の様子を聞かれれば、簡単にメールで伝えたり、メールに写真を添付して送信したりすることは構わない。学校の行事参加についても、運動会や学芸会などは参加してもらっても構わない。その場合、事前にメールで連絡してほしい。



⑷母には、学校での出来事や、友達のことなど、なんでも話す。異父兄とは、けんかもするが仲も良く、頼りにしている。父には、叱られた時には委縮していたが、怖がるほどではなかった。遊びに連れてもらっていたことは楽しい思い出のようである。

　他方の親に配慮してほしいこと（子に高価な贈り物をしないでほしい等）
1
2

2
